
仙台市人材育成基本方針（令和2年度改定版）

仙台市人材育成基本方針は、仙台市職員の長期的な人材育成の

基本的方向性を定めるものです。

令和２年度の改定にあたっては、本市を取り巻く社会経済情勢

の変化や、大規模な災害や感染症の発生など前例のない事態への

対処を念頭に、令和３年3月策定の仙台市基本計画が目指す都市

像の実現を見据えて、改定を行いました。

また、併せて「仙台市人材育成推進計画」を策定し、本方針に

基づく中期的な具体の取組を示し、関連する計画・プランなどと

整合を図りながら人材育成を推進していくこととします。

≪取組期間≫令和３年度～１２年度（10年間）

※第１期人材育成推進計画：令和３～５年度（３年間）
（第２期以降は3～4年ごとに策定）

目指す職員像

▪ 仙台のまちへの愛着や、高いコンプライアンス意識のもと、行政のプ

ロフェッショナルとして市民生活の質や地域の豊かさの向上に貢献する

という使命感を持って業務を遂行する職員

人材育成の取組方針

≪施策分野別取組≫

各主体の役割･責務

▪知識･技術の習得による主体的なキャリア
形成
▪様々な経験･能力を持つ職員との連携
▪市役所の使命の理解と、互いの役割や個性
を生かせる職場の雰囲気づくり

▪指導スキルの向上とOJTの推進体制整備
▪職員の能力開発やキャリア形成の支援
▪主体的な考えを引き出し、職員の個性
が尊重され能力が発揮される組織風土づ
くり

▪各局区等や部門ごとの人材育成
ニーズに応じた体制整備など、人材
育成部門と連携した組織的･計画的
な人材育成

▪一貫性のある採用、人事管理、研修、
評価等の人事施策の推進
▪職場や部門等の人材育成への支援
▪推進体制整備による全庁的な施策の
推進

≪重点取組方針≫

▪ 多様な主体との相互理解のもとに協働し、互いの強みを発揮するこ

とで、より高い事業成果を実現する職員

▪ 現場の課題に前向きかつ柔軟に対応するとともに、将来を見据えて果

敢に挑戦する意識･意欲を持った職員

▪ 困難な課題に対しても、主体的な姿勢と前例にとらわれない新たな発

想により組織一丸となって立ち向かう職員

▪ 互いに異なる事情や考え方を理解･尊重し、それぞれの力を生かし

てともに成長する職員

▪ 年齢や役職にかかわらず同じ目線に立って議論し、お互いの意見を

尊重する職員

互いの価値観を尊重して共に成長する職員新しいことに果敢に挑戦する職員

誇りを胸に仕事に取り組む職員 多様な主体と協働する職員

本市の組織の現状や人材育成上の課題を踏まえ

て、目指す職員像の実現のために必要となる意識

や能力を効果的かつ計画的に育成するため、３つ

の重点取組方針を設定し、具体的な取組を体系化

して進めていくこととする。

推進体制

◇各局区等や部門と人材育成部門の連携強化、組織
的･計画的なOJTの実施

◇組織が果たす役割を認識し、他部署との協調によ
り全体の最適を考える人材の育成

◇人材の多様化や、外部との交流等による職員の成
長促進

1．若手職員の人材育成

◇職員育成の役割を担う管理監督者のマネジメント
能力の向上

◇OJTや研修、成長を促す人事管理のあり方など
の見直し

2．職場における人材育成

3．市役所の総合力を発揮するための人材育成

人材育成推進本部

推進本部長／人材育成最高責任者市長

推進副本部長／人材育成副責任者副市長

局区人材育成責任者各局長･区長

局区統括人材育成推進員各次長･副区長

人材育成推進連絡会

（1）職員の主体的な成長を支援する
研修･能力開発

職員が、必要な経験や能力などの具体的なイ
メージを持って、自ら計画的に能力開発に取り
組めるよう、組織的なＯＪＴ、研修体系等の整
備、自己啓発等の支援を行い、主体的なキャリ
ア形成を支援する。

【主な取組】

（2）計画的･効果的な人材マネジメント

職員が適性を生かし、知識や技術を向上させる
ことで組織の力を高めていくため、人材育成の
体制整備と併せ、配置･昇任や人事評価など人事
制度を活用した計画的かつ効果的な取組を推進
する。

【主な取組】

②職場の人材育成の推進
・ＯＪＴや職場研修の充実 ほか

①キャリア形成の支援
・キャリアを考えるための機会や情報の提供 ほか

⑤職員の自己啓発支援
・資格取得や自主学習への支援強化 ほか

④部門別･業務主管課による
研修の拡充

・職種や分野ごとの研修の充実 ほか

③研修所研修の充実
・より効果的な研修プログラムの検討･実施 ほか

②配置管理･昇任管理
・職員の意欲や適性を生かす人員配置ほか

①有為な人材の採用
・効果的な試験広報の実施 ほか

⑤人材育成部門と各職場の連携強化
・全庁的な人材育成推進体制の構築 ほか

④多様な経験を培う
内外の交流推進

・成長機会としての内外の交流機会の充実ほか

③人事評価の活用
・評価の効果的な反映や、人材育成への活用 ほか
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（3）能力を発揮できる職場環境づくり

職員一人ひとりが能力を十分に発揮し、生き生きと仕
事をすることで、組織の成長へつなげるため、組織風
土を含めた職場の環境づくりに取り組む。

【主な取組】

②ワーク･ライフ･バランスの推進
・｢子育て推進･女性職員活躍推進プラン｣における取組

ほか

①組織風土づくり
・｢コンプライアンス推進計画｣における風通しのよい
組織風土づくり ほか

③業務効率化の推進
・｢市役所経営プラン｣における業務効率化の取組 ほか

総合力

総合力

総合力

職員 管理監督者 各局区等･部門 人材育成部門

概要版


